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フラビン蛋白蛍光と２光子顕微鏡の複合イメージング
　フラビン蛋白蛍光イメージングで移動縞刺激のスピードを速くするとマウス２次視覚野（Ｖ２）が
特異的に応じ（上左）、さらに同定部位のＶ２ニューロン特性が２光子顕微鏡で解析できる（下左）。
同様に移動縞刺激のスピードを遅くすると１次視覚野（Ｖ１）が応じ（上右）、同定部位のＶ１ニュー
ロン特性が解析できる（下右）。










